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第 56回日本心身医学会総会ならびに学術講演会プログラム

会長講演� 6月 26日（金）　14：20～15：00　A会場

座長：九州大学総長/日本心身医学会理事長　久保　千春
新しい時代に求められる心身医学とは 

 国際医療福祉大学臨床医学研究センター/山王病院心療内科/ 
 日本大学医学部附属板橋病院心療内科　村上　正人 p（96）

特別企画� 6月 27日（土）　13：00～13：50　A会場

座長：関西医科大学名誉教授/日本心療内科学会理事長　中井　吉英
対談：日本の大学の人材育成戦略と未来像
・日本の大学の人材育成戦略と未来像 

 九州大学総長/日本心身医学会理事長　久保　千春 p（98）
・国際的な人材集散拠点としての大学の役割―知識基盤経済を支える人材戦略拠点― 
　  元東京大学副学長/前東京大学総長特別参与/東京大学工学部応用化学科　北森　武彦 p（100）

特別講演1� 6月 26日（金）　11：30～12：20　A会場

座長：吉備国際大学大学院　吾郷　晋浩
高齢化社会の生き方と支え方 

 社会福祉法人浴風会認知症介護研究・研修東京センター名誉センター長/ 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　聖マリアンナ医科大学特別顧問　長谷川和夫 p（102）

特別講演2� 6月 27日（土）　11：00～11：50　A会場

座長：日本大学医学部呼吸器内科　橋本　修
社会に求められる心身医学 

 衆議院議員・心療内科医　鴨下　一郎 p（104）

国際セッションPart�1：招聘講演� 6月 27日（土）　10：30～11：30　B会場

座長：国際医療福祉大学福岡保健医療学部　小牧　元
I‒1　Food‒related impulsivity in Binge Eating Disorder： 

Mechanisms and modifications
むちゃ食い摂食障害における食物関連の衝動性：その機序と修飾

 Stephan Zipfel p（108）
Dept. of Psychosomatic Medicine and Psychotherapy,  

University Medical Hospital Tübingen, Germany

ドイツ・チュービンゲン大学教授/ドイツ心身医学会（DKPM）理事長
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座長：琉球大学名誉教授　石津　宏
I‒2　Mongolian Association of Psychosomatic Medicine

モンゴル心身医学会の現状
 Tserenkhuu Lkhagvasuren p（110）

National University of Medical Sciences of Mongolia

国立モンゴル医科大学教授/モンゴル心身医学会（MAPM）理事長

国際セッションPart�2：招聘講演� 6月 27日（土）　16：00～17：00　B会場

座長：橋爪医院　橋爪　誠
I‒3　Psychotherapy intervention in diabetic patients with poor glucose control

血糖コントロール不良糖尿病患者の心理学的介入
 Johannes Kruse p（112）

Department of Psychosomatic Medicine and Psychotherapy, University Giessen

ドイツ・ギーセン大学教授/ドイツ心身医学協会（DAPM）理事長
座長：九州大学大学院医学研究院心身医学　須藤　信行

I‒4　Comorbid Anxiety Disorders with Coronary Heart Diseases  
Should immediately be treated?

冠動脈疾患と併存する不安障害，治療の緊急性は ?

 Endjad Mudjaddid p（114）
Division of Psychosomatic Department of Internal Medicine, 

Faculty of Medicine, Universitas Indonesia/ 
Chairman of Indonesian Society of Psychosomatic Medicine

インドネシア大学教授/インドネシア心身医学会理事長

教育講演1� 6月 26日（金）　9：30～10：20　C会場

座長：九州工業大学生命体工学研究科　粟生　修司
エピジェネティクスが拓く新たな心身医学研究 

 国際医療福祉大学薬学部薬理学分野　武田　弘志 p（118）

教育講演2� 6月 26日（金）　11：30～12：20　B会場

座長：九段坂病院心療内科　一條　智康
優しさを伝えるケア技術：ユマニチュードの実践 

 国立病院機構東京医療センター総合内科　本田美和子 p（120）

教育講演3� 6月 26日（金）　15：00～15：50　A会場

座長：久留米大学名誉教授/堀川病院　田中　正敏
全身・全脳透明化の先に見えるもの―個体レベルのシステム生物学の実現に向けて― 

 東京大学大学院医学系研究科/理化学研究所　上田　泰己 p（122）
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教育講演4� 6月 26日（金）　15：50～16：40　A会場

座長：医療法人社団斗南会秋野病院　佐々木　大輔
長寿のもたらす「病」と健康不安 

 公立阿伎留医療センター　西成田　進 p（124）

教育講演5� 6月 27日（土）　13：00～13：50　B会場

座長：東邦大学名誉教授　坪井　康次
わが国における新たなプライマリケア 

 日本プライマリ・ケア連合学会/北海道大学名誉教授/ 
 ひまわりクリニックきょうごく　前沢　政次 p（126）

シンポジウム1� 6月 26日（金）　9：30～11：30　A会場

座長：星ヶ丘マタニティ病院　金子　宏
東北大学大学院医学系研究科行動医学　福土　審

S1‒1　過敏性腸症候群診断治療ガイドラインの心身医学的インパクト 

 東北大学大学院医学系研究科行動医学/東北大学病院心療内科　福土　審 p（131）
S1‒2　FD：診療ガイドライン 2014 

 大阪市立大学大学院医学研究科消化器内科学　富永　和作 p（131）
S1‒3　機能性疾患の心理行動学的治療（説明，保証，生活指導を効果的に行う） 

 関西医科大学医学部心療内科　福永　幹彦 p（132）
S1‒4　機能性消化管疾患の心身医学的治療の臨床使用とその課題：催眠・AT・CBT 

 福間病院心療内科　松原　慎 p（132）

シンポジウム2� 6月 26日（金）　9：30～11：30　B会場 

〈日本サイコオンコロジー学会との合同シンポジウム〉
座長：近畿大学医学部内科学心療内科部門　小山　敦子
独立行政法人国立病院機構九州がんセンター　大島　彰

S2‒1　がん診療における心身医学の役割―臨床医の立場から― 

 日本大学医学部血液膠原病内科　三浦　勝浩 p（133）
S2‒2　がん医療における心身医学的ケア～リエゾンナースの立場から～ 

 大阪医科大学附属病院看護部　宮田　郁 p（133）
S2‒3　がん在宅緩和医療において安らかな看取りを実現するための心身医学の役割 

～ホスピス医師・チャプレンの立場から 

 医療法人社団ホスピティウム聖十字会中島医院　中島美知子 p（134）

機能性消化管疾患：診断ガイドラインにおける心身医学の新たな役割

がん医療における心身医学の役割～多職種の立場から～
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S2‒4　がんの緩和医療に求められる心身医学の知識とスキル～心理士の立場から～ 

 奈良県立医科大学附属病院　厚坊　浩史 p（134）

シンポジウム3� 6月 26日（金）　10：20～12：20　C会場

座長：国際医療福祉大学薬学部薬理学分野　武田　弘志
日本大学板橋病院心療内科　丸岡秀一郎

S3‒1　環境ストレスによる喘息発症とエピジェネティクス 

 日本大学板橋病院心療内科　丸岡秀一郎 p（135）
S3‒2　HDAC阻害薬とストレス調節機構  国際医療福祉大学薬学部薬理学分野　宮川　和也 p（135）
S3‒3　ストレス応答性マイクロ RNAを介した遺伝子発現調節 

 徳島大学大学院ヘルスバイオサイエンス研究部ストレス制御医学分野　
　　　　  桑野　由紀 p（136）
S3‒4　不安とエピジェネティクス  千葉大学大学院医学研究院　松澤　大輔 p（136）

シンポジウム4� 6月 26日（金）　15：00～17：00　B会場 

〈日本女性心身医学会・日本小児心身医学会との合同シンポジウム〉
座長：さがらレディスクリニック　相良　洋子
東京歯科大学市川総合病院産婦人科　高松　潔

S4‒1　AID（非配偶者間人工授精）における告知と出自を知る権利 

 東京医科大学産科婦人科　久慈　直昭 p（138）
S4‒2　生殖補助医療から生まれた子どもたちのこころ 

 近畿大学医学部堺病院心身診療科　村上佳津美 p（138）
S4‒3　生殖医療後の子育てにおける子ども虐待のリスク 

 駒木野病院児童精神科　笠原　麻里 p（139）
S4‒4　養子縁組家族から示唆される生殖医療による家族のあり方  文京学院大学　森　和子 p（139）

シンポジウム5� 6月 26日（金）　15：00～17：00　D会場 

〈日本自殺予防学会との合同シンポジウム〉
座長：東京大学大学院医学系研究科ストレス防御・心身医学　吉内　一浩

帝京大学医学部附属溝口病院精神神経科　張　賢徳

S5‒1　自殺リスクの評価―ハイリスク者の発見と対応 

 帝京大学医学部附属溝口病院精神科　張　賢徳 p（140）
S5‒2　がん患者における自殺  市立札幌病院精神医療センター　上村　恵一 p（140）

ストレス調節のメカニズムとエピジェネティクス

現代社会が望む家族のかたち～生殖医療に関わる者たちのジレンマ～

心身医学における自殺予防の重要性
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S5‒3　摂食障害患者における自殺 

 国立精神・神経医療研究センター精神保健研究所心身医学研究部　菊地　裕絵 p（141）
S5‒4　自殺企図者への対応：自殺対策のための戦略研究・ACTION‒Jから得られた知見 

 札幌医科大学大学院医学研究科精神機能病態学　河西　千秋 p（141）

シンポジウム6� 6月 27日（土）　9：00～11：00　A会場 

〈日医認定産業医研修〉
座長：公益財団法人健康体力づくり事業財団/東京医科大学名誉教授　下光　輝一

東急病院健康管理センター　伊藤　克人

S6‒1　労働安全衛生法改正によるストレスチェック制度創設の経緯 

 公益財団法人健康体力づくり事業財団/東京医科大学名誉教授　下光　輝一 p（144）
S6‒2　職業性ストレス簡易調査票を用いたストレスチェック法 

 東京医科大学公衆衛生学分野　小田切優子 p（144）
S6‒3　産業現場でのストレスチェックの実際 

 東急病院健康管理センター　伊藤　克人 p（145）
S6‒4　ストレス対策における職場環境改善の意義と今後の方向性 

 東京大学大学院医学系研究科精神保健学分野　島津　明人 p（145）

シンポジウム7� 6月 27日（土）　9：00～11：00　D会場

座長：九州大学病院心療内科　細井　昌子
大阪行岡医療大学　仙波恵美子

S7‒1　線維筋痛症の痛みはどうして起こるか 

 大阪行岡医療大学医療学部理学療法学科　仙波恵美子 p（146）
S7‒2　線維筋痛症マネージメント 

 東京医科大学八王子医療センターリウマチ性疾患治療センター　岡　寛 p（146）
S7‒3　線維筋痛症患者が求める全人的医療とは～こじれた痛みと悩み～ 

 NPO法人線維筋痛症友の会　橋本　裕子 p（147）
S7‒4　線維筋痛症患者への「認知行動療法」をどのように進めていくか 

 兵庫県立大学看護学部心理学系　金　外淑 p（147）
S7‒5　線維筋痛症の心身相関と全人的アプローチの実践 

 九州大学病院心療内科　細井　昌子 p（148）

ストレスチェックの法制化と職業性ストレス対策の新たな動向

線維筋痛症の心身相関と全人的理解
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シンポジウム8� 6月 27日（土）　14：00～16：00　A会場

座長：きたじま田岡病院/徳島大学　板東　浩
香川大学医学部医学教育学講座　岡田　宏基

S8‒1　山梨県内のプライマリ・ケアにおける心身医学の活用  勝山診療所　穂坂　路男 p（150）
S8‒2　市井の日常診療における心身医学的感性が導く世界観・人生観の変容について 

 熱海よしやまクリニック　吉山　直樹 p（150）
S8‒3　心身医学の教育と啓発―卒前・卒後教育とプライマリ・ケア領域への発信― 

 関西医科大学附属枚方病院総合診療科　西山　順滋 p（151）
S8‒4　プライマリ・ケアにおける心身医学の重要性 

 鹿児島大学大学院医歯学総合研究科心身内科学　浅川　明弘 p（151）

シンポジウム9� 6月 27日（土）　14：00～16：00　B会場

座長：兵庫県立大学看護学部心理学系　金　外淑
早稲田大学人間科学学術院　鈴木　伸一

S9‒1　認知行動療法・対人関係療法による身体症状症への心理教育 

 名古屋市立大学大学院医学研究科精神・認知・行動医学　近藤　真前 p（153）
S9‒2　心身医学的問題に対する ACTの臨床実践  早稲田大学人間科学学術院　大内　佑子 p（153）
S9‒3　心身症患者へのマインドフルネスを取り入れたセルフケア教室の試み 

 関西医科大学心療内科学講座　山本　和美 p（154）
S9‒4　糖尿病・肥満へのチーム医療における個人および集団心理療法 

 住友病院臨床心理科　巣黒慎太郎 p（154）
S9‒5　線維筋痛症患者の痛みによる二次的症状への体系的な心理教育的アプローチ 

 兵庫県立大学看護学部心理学系　金　外淑 p（155）

シンポジウム10� 6月 27日（土）　14：00～16：00　C会場

座長：国立病院機構近畿中央胸部疾患センター心療内科　松田　能宣
東京大学医学部附属病院心療内科　稲田　修士

S10‒1　若手医師への心身医学の発信「いつやるの？」 
 国立病院機構近畿中央胸部疾患センター心療内科　松田　能宣 p（158）

S10‒2　心療内科と私～過去・現在・未来～ 

 近畿大学医学部内科学心療内科部門　大武　陽一 p（158）

プライマリ・ケアにおける心身医学の知識とスキルの重要性

次世代臨床治療に欠かせない“心理教育”“再発予防”への実践的方法論

若手医師にとって魅力的な企画運営と心身医学へのニーズ
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S10‒3　産業保健分野における心身医学へのニーズ 

 東京大学医学部附属病院心療内科　石澤　哲郎 p（159）
S10‒4　卒後臨床教育の底上げを目指した若手医師ネットワークの運営 

 兵庫県立尼崎病院呼吸器内科　片岡　裕貴 p（159）
S10‒5　緩和ケア領域における若手ネットワーク構築とニーズ調査について 

 川崎市立井田病院かわさき総合ケアセンター　西　智弘 p（160）
指定発言  国立国際医療研究センター国府台病院心療内科　石川　俊男
指定発言  九州大学病院心療内科　河合　啓介

シンポジウム11� 6月 27日（土）　14：00～16：00　D会場

座長：鹿児島大学大学院医歯学総合研究科心身内科学　乾　明夫
九州大学大学院医学研究院心身医学　須藤　信行

S11‒1　腸内細菌から見た栄養学：プロバイオティクス・プレビオティクスの 

臨床応用の可能性  九州大学大学院医学研究院心身医学　須藤　信行 p（161）
S11‒2　2型糖尿病患者への栄養療法と心身医学  福岡徳洲会病院心療内科　松林　直 p（161）
S11‒3　摂食障害と栄養学  政策研究大学院大学保健管理センター　鈴木（堀田）眞理 p（162）
S11‒4　悪液質と栄養学  鹿児島大学医歯学総合研究科心身内科学　網谷　東方 p（162）

ワークショップ1� 6月 26日（金）　9：30～11：00　D会場

座長：東急病院心療内科　伊藤　克人
黒川内科　黒川　順夫

WS1‒1　森田療法への導入の実際  東急病院心療内科　伊藤　克人 p（165）
WS1‒2　アトピー性皮膚炎に対する外来森田療法  細谷皮フ科　細谷　律子 p（165）
WS1‒3　クリニックにおける森田療法の臨床実践―日記指導の実際 

 林内科クリニック心療内科　林　吉夫 p（166）

ワークショップ2� 6月 26日（金）　15：00～16：30　C会場

座長：神戸赤十字病院心療内科　村上　典子
日本大学板橋病院小児科　藤田　之彦

WS2‒1　精神科医としての DMAT活動を通じて 

 国立病院機構災害医療センター DMAT事務局運営室・精神科　河嶌　讓 p（167）
WS2‒2　日本小児心身医学会の災害支援の取り組み 

 公益社団法人宮城県精神保健福祉協会みやぎ心のケアセンター　福地　成 p（167）

心身医療に求められる健康栄養学

心身医療における森田療法の臨床実践

災害医療に貢献する心身医療
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WS2‒3　日本心療内科学会の災害医療支援への取り組み 

 岩手医科大学呼吸器・アレルギー・膠原病内科　鈴木　順 p（168）

ワークショップ3� 6月 27日（土）　9：00～10：30　B会場

座長：近畿大学医学部内科学心療内科部門　奥見　裕邦
九州大学病院心療内科　岡　孝和

WS3‒1　心療内科における漢方診療の親和性 

 近畿大学医学部内科学腫瘍内科部門心療内科分野　村田　昌彦 p（170）
WS3‒2　当院における漢方の使用実績と卒前卒後教育 

 関西医科大学医学部心療内科　水野　泰行 p（170）
WS3‒3　東洋心身医学の確立～心療内科学講座が担う漢方医学の臨床，研究，教育～ 

 九州大学大学院医学研究院心身医学　千々岩武陽 p（171）
WS3‒4　鹿児島大学心身医療科における漢方医学の臨床，研究，教育の展開 

 鹿児島大学医歯学総合研究科心身医療科　網谷真理恵 p（171）

ワークショップ4� 6月 27日（土）　9：00～10：30　C会場

座長：日本大学板橋病院心療内科　松野　俊夫
愛知淑徳大学心理学部　古井　景

WS4‒1　聴いて見て触れて学ぶ呼吸器疾患  日本大学板橋病院心療内科　丸岡秀一郎 p（172）
WS4‒2　呼吸器疾患の心身相関と心理的アプローチ 

 神奈川大学保健管理センター　江花　昭一 p（172）

ワークショップ5� 6月 27日（土）　9：00～11：00　401

座長：国立病院機構近畿中央胸部疾患センター　所　昭宏
九州中央病院心療内科・アレルギー科　十川　博

東洋心身医学の確立～心療内科学講座が担う漢方医学の臨床，研究，教育～

医療心理士のためのワークショップ
「呼吸器疾患の病態及び治療と心理社会的視点の理解」

ワールドカフェ「新しい呼吸器心身医学の方向性と展望」 p（173）
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国際セッションPart�3：ポスタープレゼンテーション�
� 6月 27日（土）　14：45～16：00　ポスター会場 K

座長：東京大学大学院医学系研究科ストレス防御・心身医学　吉内　一浩
近畿大学医学部内科学心療内科部門　小山　敦子

I-5　日本心身医学会の現状と活動状況  学習院大学学生相談室　細谷　紀江 p（176）
I-6　東日本大震災医療支援「きぼうときずな」福島県での活動について 

 日本大学板橋病院心療内科　石井　苗子 p（179）
I-7　咳喘息患者における精神疾患の合併率について 

 弘前大学大学院医学研究科臨床検査医学講座　齋藤　紀先 p（182）
I-8　初診時めまい問診票の自由記載内容による患者の特性の検討 

 国立病院機構東京医療センター耳鼻咽喉科　五島　史行 p（184）
I-9　難治性皮膚疾患患者に対する森田療法とホメオパシーの併用 

 帯津三敬塾クリニック　板村　論子 p（187）

国際セッションPart�4：口演1� 6月 27日（土）　17：00～18：00　B会場

座長：北海道医療大学心理科学部　坂野　雄二
九州大学病院心療内科　河合　啓介

進行：日本大学板橋病院心療内科　石井　苗子
I-10　Prevention of Stress‒associated Mental Disorders in Training and Workplace  

Environments：Exemplary Aims and Results of a German Scientific Network Initiative

研修・職場環境におけるストレス関連精神障害の予防：ドイツ科学先進ネットワークがめざす
目的と結果
 Florian Junne p（190）

Medical University Hospital Tübingen,  

Department of Psychosomatic Medicine and Psychotherapy

ドイツ・チュービンゲン大学
I-11　Validation of the Lubben Social Network Scales among older adults in Mongolia

モンゴルの高齢者における Lubben社会ネットワーク尺度を用いた評価
 Sugarmaa Myagmarjav p（192）

Mongolian National University of Medical Sciences, Mongolia

国立モンゴル医科大学
I-12　Psychosomatic Depression in Chronic Kidney Disease

慢性腎臓疾患における心身症的うつ状態
 Hamzah Shatri p（195）

Division of Psychosomatic, Department of Internal Medicine,  

Cipto Mangunkusumo National Hospital/Faculty of Medicine University of Indonesia/ 
Haemodialysis Unit, MMA Hospital, Indonesia

インドネシア大学
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I-13　Analysis of “Devilish diseases” in Mongolian traditional medicine

モンゴル伝統医学における Devilish diseasesの解析
 G. Odontsetseg p（198）

Mongolian National University of Medical Sciences

国立モンゴル医科大学

国際セッションPart�4：口演2� 6月 27日（土）　18：00～19：00　B会場

座長：東北大学大学院医学系研究科行動医学分野　福土　審
帝京大学大学院公衆衛生学研究科・医学部附属病院心療内科　中尾　睦宏

進行：日本大学板橋病院心療内科　石井　苗子
I-14　Health problems associated with mercury exposing by the informal gold miners in  

Mongolia

モンゴルの非正規金鉱山労働者の水銀曝露による健康問題
 Otgonbayar Luvsannorov p（201）

Department of Neurology, Mongolian National University of Medical Sciences

国立モンゴル医科大学
I-15　Quality of Cancer Pain Treatment Using the Pain Management Index in Hospitalized 

Patients：A Preliminary Study

入院癌患者に対する疼痛管理指標を用いた疼痛治療の質・予備研究
 Rudi Putranto p（204）

Division of Psychosomatic, Department of Internal Medicine University of Indonesia,  

Cipto Mangunkusumo Hospital, Jakarta, Indonesia

インドネシア大学
I-16　Psychopathological analysis and grouping of disorders with somatization

身体化障害の精神病理的分類
 Sobennikov Vasily Samuilovich p（207）

Irkutsk State Medical University

イルクーツク州立医科大学精神科・臨床心理学
I-17　The Correlation between Degree of Gastric Fluid Acidity with Hyperemia Lesion Area  

in Patients with Functional Dyspepsia in RS.dr.M Djamil Padang

RS. dr. M Djamil Padangにおける機能性胃腸症患者の胃液酸濃度と好発部位との関連性
 Arina Widya Murni p（210）

Psychosomatic Subdivision, Internal Medicine Department, M. Djamil Hospital/ 
Andalas University, Padang, Indonesia

インドネシア・アンダラス大学
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シンポジウム 6
日医認定産業医研修

「ストレスチェックの法制化と
職業性ストレス対策の新たな動向」

会　期：6 月 27 日（土）9：00～11：00
会　場：タワーホール船堀　A 会場　5F　大ホール

　

座長

　下光　輝一（公益財団法人健康体力づくり事業財団／東京医科大学名誉教授）

　伊藤　克人（東急病院健康管理センター・心療内科）

【趣旨・ねらい】

　平成 26 年 6 月 25 日に改正労働安全衛生法が公布され，平成 27 年 12 月 1 日から全国の 50 人以上の

労働者を雇用する事業所では労働者のストレスチェックが義務付けられることになった．この制度は，

メンタルヘルス不調の一次予防を狙ったものであり，労働者本人のストレスへの気づきと対処への支援

及び職場環境の改善を目的としている．この制度により，産業保健の領域における心療内科医のかかわ

りが大きく増えることが予想される．そこで，本学術集会において，12 月から施行されるこの制度の成

り立ち，制度の内容，職場での活用法，さらには今後の展望などについて紹介し，議論を進めたい．

【演者と講演タイトル】

　1．労働安全衛生法改正によるストレスチェック制度創設の経緯

　　　　　下光　輝一（公益財団法人健康体力づくり事業財団／東京医科大学名誉教授）

　2．職業性ストレス簡易調査票を用いたストレスチェック法

　　　　　小田切優子（東京医科大学公衆衛生学分野）

　3．産業現場でのストレスチェックの実際

　　　　　伊藤　克人（東急病院健康管理センター・心療内科）

　4．ストレス対策における職場環境改善の意義と今後の方向性

　　　　　島津　明人（東京大学大学院医学系研究科精神保健学分野）

■定　　員：200 名（当日先着順）　※定員になり次第締め切りとさせていただきます．

■受付時間：6 月 27 日（土）8：30～9：00

■受付場所：タワーホール船堀　5F　大ホール（A 会場）前

■認定単位：日本医師会認定産業医制度産業医の更新に必要な生涯・専門 2 単位を取得できます．

　　　　　講習会終了時に「単位シール」を発行いたします．

　　　　　※途中入場・退場の場合，「単位シール」の発行はできません．
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シンポジウム 6
日医認定産業医研修

「ストレスチェックの法制化と
職業性ストレス対策の新たな動向」

会　期：6 月 27 日（土）9：00～11：00
会　場：タワーホール船堀　A 会場　5F　大ホール

　

座長

　下光　輝一（公益財団法人健康体力づくり事業財団／東京医科大学名誉教授）

　伊藤　克人（東急病院健康管理センター・心療内科）

【趣旨・ねらい】

　平成 26 年 6 月 25 日に改正労働安全衛生法が公布され，平成 27 年 12 月 1 日から全国の 50 人以上の

労働者を雇用する事業所では労働者のストレスチェックが義務付けられることになった．この制度は，

メンタルヘルス不調の一次予防を狙ったものであり，労働者本人のストレスへの気づきと対処への支援

及び職場環境の改善を目的としている．この制度により，産業保健の領域における心療内科医のかかわ

りが大きく増えることが予想される．そこで，本学術集会において，12 月から施行されるこの制度の成

り立ち，制度の内容，職場での活用法，さらには今後の展望などについて紹介し，議論を進めたい．

【演者と講演タイトル】

　1．労働安全衛生法改正によるストレスチェック制度創設の経緯

　　　　　下光　輝一（公益財団法人健康体力づくり事業財団／東京医科大学名誉教授）

　2．職業性ストレス簡易調査票を用いたストレスチェック法

　　　　　小田切優子（東京医科大学公衆衛生学分野）

　3．産業現場でのストレスチェックの実際

　　　　　伊藤　克人（東急病院健康管理センター・心療内科）

　4．ストレス対策における職場環境改善の意義と今後の方向性

　　　　　島津　明人（東京大学大学院医学系研究科精神保健学分野）

■定　　員：200 名（当日先着順）　※定員になり次第締め切りとさせていただきます．

■受付時間：6 月 27 日（土）8：30～9：00

■受付場所：タワーホール船堀　5F　大ホール（A 会場）前

■認定単位：日本医師会認定産業医制度産業医の更新に必要な生涯・専門 2 単位を取得できます．

　　　　　講習会終了時に「単位シール」を発行いたします．

　　　　　※途中入場・退場の場合，「単位シール」の発行はできません．

ワークショップ 4
医療心理士のためのワークショップ

「呼吸器疾患の病態及び治療と心理社会的視点の理解」

会　期：6 月 27 日（土）9：00～10：30
会　場：タワーホール船堀　C 会場　2F　瑞雲

座長

　松野　俊夫（日本大学板橋病院心療内科）

　古井　　景（愛知淑徳大学心理学部）

【趣旨・ねらい】
　日本心身医学会では 1991 年の第 32 回学術大会からほぼ毎年心理士を主な対象としたシンポジウムや
ワークショップが開催され，心身医療の現場における心理士の資質向上に寄与してきました．
　2011 年の 52 回大会では，ワークショップとして，「緩和ケアにおける心理士に必要な医学的知識―が
ん患者における精神症状の評価法・治療法―」，2012 年の 53 回大会では今後訪れる超高齢化社会を見据
えて，高齢者及び高齢者医療に関する知識の向上を目的に，高齢者に対する「臨床心理学の展開」を
テーマにシンポジウムを開催いたしました．
　2013 年の 54 回大会では，「日常診療における“困った痛み”をどう考える？―心理士のための難治性
疼痛の理解―」をテーマに，難治性の“慢性疼痛”に対する理解を目的とするワークショップを開催い
たしました．さらに，昨年の 55 回大会では，心身医学領域で出会う「感情調節困難な患者への心理的
アプローチ」をテーマとして，エクササイズを通して参加者に体験し学ぶワークショップを開催し好評
を得てきました．
　このように各大会の中で心理士に対する資質向上を目的に実践的なシンポジウムやワークショップを
開催してきましたが，今年の大会では『呼吸器疾患』を取り上げ，心身医学的配慮の必要な呼吸器疾患
の病態と治療法・心理社会的特徴の理解をテーマとしたワークショップを企画いたしました．
　ワークショップでは，日本大学心療内科の丸岡先生から，「聴いて見て触れて学ぶ呼吸器疾患」のテー
マで呼吸器疾患について，病態とその治療法の概説の他に治療に使われる器機等について，具体的・体
験的に説明していただきます．また，神奈川大学保健管理センターの江花先生には，心身相関の視点か
ら「呼吸器疾患の心身相関と心理的アプローチ」について紹介していただくと共に，心理スタッフの役
割にも触れていただき，呼吸器疾患に対する心身医学的な理解を深めるワークショップとしたいと思い
ます．多くの心理士の先生方のご参加を希望いたします（医療心理士の先生方は資格更新のポイントと
なります）．

■定　　　　員：150 名（当日先着順）　※定員になり次第締め切りとさせていただきます．

■受　付　時　間：6 月 27 日（土）8：30～9：00

■受　付　場　所：タワーホール船堀　2F 瑞雲（C 会場）前

■認　定　単　位：日本心身医学会認定医療心理士認定更新のための 10 単位が得られます．

　　　　　　　　講習会終了時に「受講証明書」を発行いたします．

　　　　　　　　※途中入場・退場の場合，「受講証明書」の発行はできません．

■そ　　の　　他：コ・メディカルスタッフ以外の参加も歓迎いたします．
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心身医学講習会
「心身症患者の心身相関をどう評価するか」

会　期：6 月 27 日（土）14：00～16：00
会　場：タワーホール船堀　E 会場　2F　福寿

座長

　末松　弘行（名古屋学芸大学名誉教授）

【趣旨・ねらい】

　この総会のメインテーマは「新しい時代に求められる心身医学とは」ですが，本講習会のテーマは

「心身症患者の心身相関をどう評価するか」で，いつの時代でも，これは患者の理解から診断・治療に

繋がる心身医学の重要なテーマです．

　その心身相関の評価を，小塩先生は「質問紙法による調査・検査」から，斎藤先生は「ナラティブ

（NBM）アプローチ」から，そして，野添先生は「行動論の立場」から，それぞれのテーマで，その詳

細をその利点・欠点とか，その特徴とか，あるいは症例を通じて，話してくださいます．

　日本心身医学会専門医資格申請ならびに更新のための研修単位 10 単位が取得可能な講習会ですが，

心理士や看護師などメディカルスタッフにとっても必要なテーマですので，参加を歓迎します．

【プログラム】

　あいさつ　教育研修委員会副委員長　　吉原　一文　（九州大学大学院医学研究院心身医学）

　講義

　　1 ．質問紙法による調査・検査とは何か

            　小塩　真司（早稲田大学文学学術院）

　　2 ．NBM から見た心身相関

            　斎藤　清二（立命館大学応用人間科学研究科）

　　3 ．心身症患者の心身相関をどう評価するか―行動論の立場から―

　　　―心理社会的背景の聴き方―

　　　　野添　新一（志學館大学／鹿児島大学名誉教授）

【参加方法・他】

　■受　講　料：5,000 円

　■定　　員：150 名（当日先着順）※定員になり次第，締め切りとさせていただきます

　■受付時間：6 月 27 日（土）13：30～14：00

　■受付場所：タワーホール船堀　2F　福寿（E 会場）前

　■認定単位：日本心身医学会専門医認定更新のための 10 単位が得られます

　　　　　　　講習会終了時に「受講証明書」を発行いたします．

　　　　　　　※途中入場・退出の場合，「受講証明書」は発行できません．



Vol. 55 No. 6. 2015｜心身医

（35）

503
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　その心身相関の評価を，小塩先生は「質問紙法による調査・検査」から，斎藤先生は「ナラティブ

（NBM）アプローチ」から，そして，野添先生は「行動論の立場」から，それぞれのテーマで，その詳

細をその利点・欠点とか，その特徴とか，あるいは症例を通じて，話してくださいます．

　日本心身医学会専門医資格申請ならびに更新のための研修単位 10 単位が取得可能な講習会ですが，

心理士や看護師などメディカルスタッフにとっても必要なテーマですので，参加を歓迎します．

【プログラム】

　あいさつ　教育研修委員会副委員長　　吉原　一文　（九州大学大学院医学研究院心身医学）

　講義

　　1 ．質問紙法による調査・検査とは何か

            　小塩　真司（早稲田大学文学学術院）

　　2 ．NBM から見た心身相関

            　斎藤　清二（立命館大学応用人間科学研究科）

　　3 ．心身症患者の心身相関をどう評価するか―行動論の立場から―

　　　―心理社会的背景の聴き方―

　　　　野添　新一（志學館大学／鹿児島大学名誉教授）

【参加方法・他】

　■受　講　料：5,000 円

　■定　　員：150 名（当日先着順）※定員になり次第，締め切りとさせていただきます

　■受付時間：6 月 27 日（土）13：30～14：00

　■受付場所：タワーホール船堀　2F　福寿（E 会場）前

　■認定単位：日本心身医学会専門医認定更新のための 10 単位が得られます

　　　　　　　講習会終了時に「受講証明書」を発行いたします．

　　　　　　　※途中入場・退出の場合，「受講証明書」は発行できません．

市民公開講座
「うつにならない―音楽を生きる力に―」

会　期：6 月 27 日（土）16：00　開場
 　16：20　開会の挨拶
 　16：25　講演　　　
会　場：タワーホール船堀　A 会場　5F　大ホール

司会
　山本　晴義（横浜労災病院勤労者メンタルヘルスセンター）

【趣旨・ねらい】
　音楽は，軽度のうつ病，神経症，心身症，不定愁訴に効果があることがわかっています．好きな音楽
を聴いているうちに，こころのもやもやが晴れ，頭がすっきりした，こんな経験はありませんか．音楽
を聴いてくつろぐ，元気が出る，すぐに入眠できるなどの効用を感じている人は決して少なくないと思
います．音楽は，人間の生活の一部となっています．
　今回の市民公開講座では，ベテランの内科・心療内科医であり，かつ音楽に造詣が深く演奏家として
も活躍されている三人の先生に，音楽との出会い，音楽の効用などについて，演奏を交えて語っていた
だきます．
　音楽がこころの安定や発揚，緊張の緩和に期待している人にとって，音楽を十分に活用することによ
り，心の健康管理に役立つことでありましょう．また，入眠しやすくなる曲，気分を明るくする曲，く
つろげる曲も自分で選択して使い分けるとよいでしょう．リラックス効果や集中力のアップを図るなど，
健康づくりや医療などでもつかわれるようになりました．三人の先生方の講演（体験談）と演奏が，多
くの方々の「うつにならない―音楽を生きる力に」つながることを期待します．

【プログラム】
16：00～　開場（先着順受付）
16：20～　開会の挨拶　児玉　昌久
　　　　　　（早稲田大学名誉教授／公益財団法人パブリックヘルスリサーチセンター理事）
16：25～　講演
16：25～16：55（30 分）　「音楽のもつちから」
　　　　　　　　　　　　　津久井　要（横浜労災病院心療内科）
16：55～17：25（30 分）　「映画音楽とスタンダードジャズにみられる悲嘆，鼓舞，希望
                   　　　　　　     　―私自身を救ったジャズピアノ」
                   　　　　　　     　板倉　康太郎（内科板倉医院）
17：25～17：35（10 分）　休憩
17：35～18：05（30 分）　「音楽の力（The Power of Music）をうつ予防に
                   　　　　　　     　～上手に音楽を活用し，日々を健やかに過ごそう～」
                   　　　　　　     　板東　浩（きたじま田岡病院／徳島大学）
18：05～18：30　　　　　パネルディスカッション
18：30　　閉会の挨拶　村上　正人
　　　　　　（第 56 回日本心身医学会総会ならびに学術講演会会長）
ハープ・ヴィオラ演奏：坂本久子・中山良夫（さち臨床心理研究所）
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教育セミナー1（ランチョン）� 6月 26日（金）　12：30～13：20　C会場

共催：ファイザー株式会社
座長：関西医科大学名誉教授　中井　吉英

ES‒1　女性にやさしいうつ病診療をめざして 
 東京医科歯科大学大学院心療・緩和医療学分野　松島　英介 p（214）

教育セミナー2（ランチョン）� 6月 26日（金）　12：30～13：20　D会場

共催：エーザイ株式会社
座長：東京大学名誉教授/医療法人秀峰会楽山　久保木富房

ES‒2　睡眠に関する最新のトピックス～心身医学との関係も含めて～ 
 大分大学医学部公衆衛生・疫学講座　兼板　佳孝 p（214）

教育セミナー3（ランチョン）� 6月 26日（金）　12：30～13：20　E会場

共催：MSD株式会社
座長：東京慈恵会医科大学精神医学講座　中山　和彦

ES‒3　うつ病・不眠症の認知行動療法 
 国立精神・神経医療研究センター　渡辺　範雄 p（215）

教育セミナー4（ランチョン）� 6月 26日（金）　12：30～13：20　F会場

共催：アッヴィ合同会社
座長：近畿大学名誉教授　中島　重徳

ES‒4　社交不安症の診断と治療 
―フルボキサミンの PMS（Post‒Marketing Surveillance）を含めて― 
 北海道大学保健センター・大学院医学研究科精神医学分野　朝倉　聡 p（218）

教育セミナー5（ランチョン）� 6月 26日（金）　12：30～13：20　G会場

共催：旭化成ファーマ株式会社
座長：中部労災病院心療内科　芦原　睦

ES‒5　痛みを伴う精神疾患の治療を考える 
 宮崎大学医学部精神医学教室　石田　康 p（218）

教育セミナー6（イブニング）� 6月 26日（金）　17：00～18：00　E会場

共催：グラクソ・スミスクライン株式会社
座長：北海道大学大学院神経病態学講座精神医学分野　久住　一郎

ES‒6　改めて考える気分安定薬の副作用，そして適切なモニタリング 
 杏林大学医学部精神神経科学教室　渡邊衡一郎 p（220）
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教育セミナー7（イブニング）� 6月 26日（金）　17：00～18：00　F会場

共催：持田製薬株式会社
座長：国立国際医療研究センター国府台病院心療内科　石川　俊男

ES‒7　うつ・不安に対するオキシトシンの効用について 
 日本摂食障害治療研究所　山岡　昌之 p（220）

教育セミナー8（ランチョン）� 6月 27日（土）　12：00～12：50　C会場

共催：日本イーライリリー株式会社
塩野義製薬株式会社

座長：近畿大学医学部堺病院心身診療科　村上佳津美
ES‒8　身体疾患とうつ病 

 帝京大学大学院公衆衛生学研究科・医学部附属病院心療内科　中尾　睦宏 p（222）

教育セミナー9（ランチョン）� 6月 27日（土）　12：00～12：50　D会場

共催：アステラス製薬株式会社
座長：鹿児島大学病院心身医療科　乾　明夫

ES‒9　過敏性腸症候群の臨床薬理学 
 東北大学大学院医学系研究科行動医学/東北大学病院心療内科　福土　審 p（222）

教育セミナー10（ランチョン）� 6月 27日（土）　12：00～12：50　E会場

共催：日本臓器製薬株式会社
座長：JCHO（地域医療機能推進機構）高岡ふしき病院　加藤　弘巳

ES‒10　線維筋痛症の最新治療 
 東京医科大学八王子医療センターリウマチ性疾患治療センター　岡　寛 p（223）

教育セミナー11（ランチョン）� 6月 27日（土）　12：00～12：50　F会場

共催：Meiji Seikaファルマ株式会社
座長：北海道大学名誉教授　小山　司

ES‒11　うつ病の森田療法  東京慈恵会医科大学附属第三病院精神神経科　中村　敬 p（226）

教育セミナー12（ランチョン）� 6月 27日（土）　12：00～12：50　G会場

共催：株式会社ツムラ
座長：関西医科大学医学部心療内科　福永　幹彦

ES‒12　機能性身体症候群（functional somatic syndrome）における漢方治療のコツと技 
 九州大学大学院医学研究院心身医学　岡　孝和 p（226）
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心身医学講習会� 6月 27日（土）　14：00～16：00　E会場

座長：名古屋学芸大学名誉教授　末松　弘行

教育研修委員会副委員長　挨拶  九州大学大学院医学研究院心身医学　吉原　一文
1．質問紙法による調査・検査とは何か  早稲田大学文学学術院　小塩　真司 p（228）
2．NBMから見た心身相関  立命館大学応用人間科学研究科　斎藤　清二 p（228）
3．心身症患者の心身相関をどう評価するか―行動論の立場から― 

　　―心理社会的背景の聴き方―  志學館大学/鹿児島大学名誉教授　野添　新一 p（229）

市民公開講座� 6月 27日（土）　16：00～18：30　A会場

共催：公益財団法人パブリックヘルスリサーチセンター
司会：横浜労災病院勤労者メンタルヘルスセンター　山本　晴義

開会の挨拶  

　　早稲田大学名誉教授/公益財団法人パブリックヘルスリサーチセンター理事　児玉　昌久
1．音楽のもつちから  横浜労災病院心療内科　津久井　要 p（232）
2．映画音楽とスタンダードジャズにみられる悲嘆，鼓舞，希望 

　　―私自身を救ったジャズピアノ  内科板倉医院　板倉康太郎 p（232）
3．音楽の力（The Power of Music）をうつ予防に～上手に音楽を活用し， 

　　日々を健やかに過ごそう～  きたじま田岡病院/徳島大学　板東　浩 p（233）
閉会の挨拶  第 56回日本心身医学会総会ならびに学術講演会会長　村上　正人
ハープ演奏  さち臨床心理研究所　坂本　久子
ヴィオラ演奏  さち臨床心理研究所　中山　良夫

心身症患者の心身相関をどう評価するか

うつにならない―音楽を生きる力に―
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O1‒E1 幼少期にネフローゼ症候群を発症した子ど
もの不登校について～うつ状態となった母
親との面接過程から～
定塚メンタルクリニック＆ JMCストレス医学
研究所
○中西　康介 定塚江美子 定塚　甫

O1‒E2 十数年前『自閉症』と診断を受けた健常児
との関わりについて
定塚メンタルクリニック＆ JMCストレス医学
研究所
○定塚江美子 中西　康介 定塚　甫

O1‒E3① 複次統合療法的家族療法の治療構造―さち
臨床心理研究所の取り組みを通して（1報）
さち臨床心理研究所1　ベイサイドさちクリ
ニック2　J戸越銀座クリニック3

○大野美佐子1,3 小野　繁2 小野　幸子1,2

O1‒E3② 複次統合療法的家族療法を用いた一症例（2
報）
さち臨床心理研究所1　ベイサイドさちクリ
ニック2　J戸越銀座クリニック3

○小野　幸子1,2 大野美佐子1,3 小野　繁2

O1‒E4 児童発達支援事業所に通う子どもを持つ母
親の育児ストレスとその関連要因
鹿児島大学医学部保健学科臨床作業療法学講
座
○井上　和博 柳田　信彦 赤崎　安昭

O1‒E5 摂食障害患者と家族の感情理解に関する調
査
社会医療法人弘道会なにわ生野病院心療内科1　
日本学術振興会特別研究員2

○新宅可奈子1 竹田　剛2 武久　千夏1

　木川　恵理1 生野　照子1

O1‒E6 神経性やせ症患者の放線冠前部における白
質線維統合性の低下
東北大学病院心療内科1　国立精神・神経医療研
究センター神経研究所疾病研究第三部2　東北
メディカル・メガバンク機構地域医療支援部
門脳画像解析医学分野3　東北大学加齢医学研
究所脳機能開発研究分野4　東北大学大学院医
学系研究科行動医学分野5

○佐藤　康弘1 相澤恵美子2 関口　敦3,4

　遠藤　由香1 庄司　知隆1 田村　太作1

　町田　知美1 町田　貴胤1 福土　審1,5

O1‒E7 神経性食欲不振症患者における脳波研究―
高速フーリエ変換を用いた優位律動の周波
数解析―
九州大学大学院医学研究院心身医学1　九州大
学病院心療内科2

○中島めぐみ1 河合　啓介2 高倉　修2

　清水　美希1 権藤　元治2 森田　千尋2

　山下　真2 須藤　信行1,2

O1‒E8 神経性食欲不振症患者における腸内フロー
ラの解析
九州大学病院心療内科1　ヤクルト本社中央研
究所2

○森田　千尋1 波夛　伴和1 権藤　元治1

　高倉　修1 河合　啓介1 辻　浩和2

　緒方　清仁2 野本　康二2 宮﨑　幸司2

　須藤　信行1

O1‒E9 神経性やせ症 過食・排出型に併発した
Clostridium difficile関連腸疾患の 2症例
JCHO福岡ゆたか中央病院1　九州大学病院心療
内科2　九州大学大学院医学研究院心身医学3　北
九州医療刑務所4

○鈴山　千恵1 高倉　修2 瀧井　正人4

　横山　寛明2 権藤　元治2 森田　千尋2

　河合　啓介2 須藤　信行2,3

O1‒E10 Anorexia nervosaにおける極長鎖脂肪酸
についての検討

E会場　福寿
O1‒E1～5　9：30～10：42
口演：心身症と家族の病理

座長：中村　延江
（桜美林大学名誉教授）

石崎　優子
（関西医科大学附属滝井病院小児科）

p（236）

p（236）

p（237）

p（237）

p（238）

p（238）

O1‒E6～11　10：42～11：54
口演：摂食障害発症の背景にある生理的変化

座長：端詰　勝敬
（東邦大学心療内科）

作田　亮一
（獨協医科大学越谷病院子どものこころ診療センター）

p（239）

p（239）

p（240）

p（240）

p（241）

　第 1日目：6月 26日（金）　

一般演題・口演
（発表時間 8分　討論時間 4分／○印は発表者）
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九州大学大学院医学研究院心身医学1　九州大
学病院心療内科2

○清水　美希1 河合　啓介2 高倉　修2

　権藤　元治2 森田　千尋2 波夛　伴和1

　辰島　啓太1 中島めぐみ1 須藤　信行1,2

O1‒E11 肥満症患者の減量治療下における過食症状
とホルモン動態との関連
九州大学大学院医学研究院心身医学1　国際医
療福祉大学福岡保健医療学部2

○野崎　剛弘1 澤本　良子1 古川　智一1

　森田　千尋1 波夛　伴和1 小牧　元2

　須藤　信行1

O1‒E12 Phantom bite syndromeの脳血流 SPECT
における左右非対称性について
東京医科歯科大学大学院歯科心身医学分野
○渡邉　素子 三浦　杏奈 竹之下美穂
　豊福　明

O1‒E13 口腔領域からの心身医療への介入検証『デ
ンタルリフレクソロジー』を用いた不定愁
訴およびストレスの変化
医療法人豊生会山田歯科
○田邉美樹子

O1‒E14 当科における口腔心身医療の現状と歯科衛
生士の治療的関わり
医療法人蒼生会蒼生病院歯科口腔外科
○中野　良信

O1‒E15 非定型歯痛患者への Amitriptylineの反応
性について
東京医科歯科大学大学院医歯学総合研究科歯
科心身医学分野
○三浦　杏奈 渡邉　素子 竹之下美穂
　豊福　明

O1‒E16 精神的ストレスが増大した時に味覚障害お
よび食欲低下が顕在化し後に Cronkhite‒
Canada症候群と判明した一例
福岡徳洲会病院心療内科
○松原　明弘 原　健　松林　直

O1‒E17 悪心嘔吐障害患者の胃電気活動：機能性
ディスペプシアとの比較

東北大学病院心療内科1　東北大学大学院行動
医学2

○庄司　知隆1 遠藤　由香1 町田　知美1

　町田　貴胤1 田村　太作1 佐藤　康弘1

　福土　審1,2

O1‒E18 過敏性腸症候群の ambiguityな状況下にお
ける意思決定時の脳内基盤
独立行政法人国立精神・神経医療研究セン
ター神経研究所疾病研究第三部1　東北大学大
学院医学系研究科行動医学2　東北大学病院心
療内科3　東北大学加齢医学研究所脳機能開発
研究分野4　東北大学東北メディカル・メガバン
ク機構地域医療支援部門5　佐々木胃腸科6

○相澤恵美子1 佐藤　康弘3 森下　城2,6

　関口　敦4,5 鹿野　理子2 金澤　素2

　福土　審2

O1‒E19 過敏性腸症候群における HPA軸反応性と
Alexithymia尺度の関連
東北大学大学院医学系研究科行動医学1　東北
大学病院心療内科2　東北大学学際フロンティ
ア研究所3　東北大学東北メディカルバンク機
構4

○八木橋真央1 鹿野　理子1,2,3金澤　素1,2

　村椿　智彦1 森下　城1 田中由香里4

　福土　審1,2

O1‒E20 疼痛コントロールに成功し，高用量のオピ
オイドを半減できた膵腫瘍の一例
近畿大学医学部内科学腫瘍内科部門心療内科
分野1　近畿大学医学部附属病院がんセンター
緩和ケア室2

○村田　昌彦1 大武　陽一1 高橋　史彦1

　酒井　清裕1 阪本　亮1 牧村ちひろ1

　松岡　弘道2 奥見　裕邦1 小山　敦子1

O1‒E21 機能性身体症候群（FSS）患者における交
感神経亢進群の特徴―唾液アミラーゼを用
いて
関西医科大学心療内科学講座
○木場　律志 神原　憲治 伴　郁美
　加藤　文恵 革島　定信 阪　幸江
　山本　和美 福永　幹彦

O1‒F1 ある講演会での皮膚科医における向精神薬
の意識調査
はしろクリニック
○羽白　誠

p（241）

O1‒E12～16　15：00～16：00
口演：口腔内心身症

座長：豊福　明
（東京医科歯科大学大学院歯科心身医学分野）

岡田　智雄
（日本歯科大学病院心療歯科診療センター）

p（244）

p（244）

p（245）

p（245）

p（246）

O1‒E17～21　16：00～17：00
口演：消化器心身症

座長：本郷　道夫
（公立黒川病院）
苅部　正巳

（国立国際医療研究センター病院）

p（246）

p（247）

p（247）

p（248）

p（248）

F会場　桃源
O1‒F1～5　9：30～10：30
口演：身体疾患の背景にある不安と抑うつ

座長：天保　英明
（医療法人社団ハートフル川崎病院）

井出　雅弘
（札幌明和病院）

p（250）
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O1‒F2 ざ瘡を有する大学生の社交不安と抑うつと
の関連性についての検討
東海学園大学人文学部心理学科1　はしろクリ
ニック2

○樋町　美華1 羽白　誠2

O1‒F3 大学生を対象とした日本語版VSIを利用し
た消化器症状に対する不安の調査
長崎大学保健・医療推進センター1　長崎大学大
学院医歯薬学総合研究科2　埼玉県立大学作業
療法学科3　北海道医療大学心理科学部4　東北大
学大学院医学系研究科行動医学分野5

○西郷　達雄1,2 田山　淳1 小川さやか1,2

　濱口　豊太3 富家　直明4 福土　審5

O1‒F4 心療内科を初診した肛門痛を主訴とする疼
痛性障害の臨床像とうつの関係
高野病院心療内科1　高野病院2

○小林　伸行1 濱川　文彦2 金澤　嘉昭2

　廣松　矩子2 高野　正博2

O1‒F5 関節リウマチ患者における infliximab治療
はmethotrexate単独治療よりも抑うつ状
態を改善しうるか
昭和大学リウマチ膠原病内科1　勝山診療所2

○三輪　裕介1 穂坂　路男2 松島　大輔2

O1‒F6 新しい時代に求められる心身医学とは―心
身症モデルの再評価と「身」の医療―
茨木市保健医療センター1　関西大学人間健康
学部2　富士見ユキオ心理面接室3　アルケミアこ
ころとからだの相談室4　大阪医科大学糖尿病
代謝・内分泌内科5　日本摂食障害治療研究所6　
洛西ニュータウン病院心療内科7

○深尾　篤嗣1 村川　治彦2 富士見ユキオ3

　岸原千雅子4 花房　俊昭5 山岡　昌之6

　中井　吉英7

O1‒F7 メンタライゼーションに基づく心身相関理
解は，新しい時代の求めに応えられるか？
京都教育大学大学院教育学研究科
○森　孝宏

O1‒F8 当院臨床実習における医学生の共感的態度
についての検討
東邦大学医療センター大森病院心療内科
○中村　祐三 端詰　勝敬 坊　裕美
　天野　雄一 坪井　康次

O1‒F9 認知症患者に対するグループ回想法が与え
る影響～唾液アミラーゼを指標にしたスト
レス研究～
鹿児島大学医学部保健学科臨床作業療法学講

座1　医療法人寛容会介護老人保健施設さくら
んぼ2

○柳田　信彦1 平嶺　真吾2 冨山おりえ2

　井上　和博1 赤崎　安昭1

O1‒F10 がん，心血管病や認知症の予防と治療を目
指すオートノミートレーニング研究会の取
り組み
九州大学基幹教育院1　名古屋市立大学大学院
医学研究科精神・認知・行動医学2　近畿大学医
学部心療内科3

○永野　純1 中口　智博2 松岡　弘道3

O1‒F11 神経性食欲不振症のデフォルトモードネッ
トワーク
九州大学大学院医学研究院心身医学1　九州大
学大学院医学研究院臨床放射線科学2　群馬大
学大学院保健学研究科リハビリテーション学3

○権藤　元治1 河合　啓介1 守口　善也3

　樋渡　昭雄2 高倉　修1 森田　千尋1

　山下　真1 須藤　信行1

O1‒F12 WAIS‒IIIの結果を用いて行動変容を促進
した慢性疼痛の一症例
関西医科大学心療内科学講座
○藤井亜紗美 首藤　由江 水野　泰行
　福永　幹彦

O1‒F13 慢性疼痛患者において自律神経機能は疼痛
症状・生活障害・精神症状・被養育体験に
関連する
九州大学病院心療内科1　九州大学大学院医学
研究院心身医学2

○柴田　舞欧1 細井　昌子1 安野　広三1

　岩城　理恵1 河田　浩1 勝賀瀬なゆは2

　早木　千絵1,2 須藤　信行1,2

O1‒F14 トラウマを有する線維筋痛症に対するマイ
ンドフルネス療法の有用性：2症例報告
九州大学大学院医学研究院心身医学1　九州大
学病院心療内科2

○早木　千絵1,2 細井　昌子2 安野　広三2

　江藤紗奈美1 鈴山　千恵2 富岡　光直1

　足立　友理2 柴田　舞欧2 須藤　信行1,2

O1‒F15 心身症患者における痛みの有無による心理
的特徴の比較
関西医科大学心療内科学講座
○水野　泰行　福永　幹彦

O1‒F16 Chronic Pain Acceptance Questionnaire
日本語版の信頼性・妥当性の検討
九州大学病院心療内科1　九州大学大学院医学

p（250）

p（251）

p（251）

p（252）

O1‒F6～11　10：30～11：42
口演：新しい時代の心身医学

座長：野村　忍
（早稲田大学人間科学学術院）

山下　達久
（京都府立こども発達支援センター）

p（252）

p（253）

p（253）

p（254）

p（254）

p（255）

O1‒F12～16　15：00～16：00
口演：慢性疼痛

座長：芦原　睦
（中部労災病院心療内科）

増田　彰則
（増田クリニック）

p（258）

p（258）

p（259）

p（259）

p（260）
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研究院心身医学2

○安野　広三1 細井　昌子1 柴田　舞欧1

　岩城　理恵1 早木　千絵2 河田　浩1

　須藤　信行1,2

O1‒F17 過敏性腸症候群に対するグルココルチコイ
ド受容体遺伝子多型の影響について
東北大学大学院医学系研究科行動医学1　東北
大学大学院医学系研究科神経内科学2　東北大
学病院心療内科3　東北大学大学院医学系研究
科がん看護学4

○佐々木彩加1 小室　葉月1 佐藤菜保子1,4

　金澤　素1,3 青木　正志2 福土　審1,3

O1‒F18 慢性ストレスは polyI：C誘発性抑うつ・
アロディニアを遷延化させる：GC，ミクロ

グリアの関与可能性
九州大学大学院医学研究院心身医学
○千々岩武陽　岡　孝和　吉原　一文
　須藤　信行

O1‒F19 腸内細菌の宿主セロトニン系への影響
九州大学大学院医学研究院心身医学
○波夛　伴和 朝野　泰成 戸谷　妙
　吉原　一文 平本　哲哉 須藤　信行

O1‒F20 「感情の言語化」で前頭前野に何が生じてい
るか
菅原病院1　熊本保健科学大学2　聖マリア病院3

○松永ゆり子1 奥村チカ子2 木村伊津子2

　田中　義則3

O1‒F21 母親の自覚症状と母子の概日リズムの位相
差との関係
東京大学大学院教育学研究科1　東京大学医学
部附属病院心療内科2

○清水　悦子1 中村　亨1 金　鎭赫1

　吉内　一浩2 山本　義春1

O1‒F17～21　16：00～17：00
口演：生体調節のメカニズム

座長：稲光　哲明
（医療法人にゅうわ会及川病院）

深尾　篤嗣
（茨木市保健医療センター）

p（260）

p（261）

p（261）

p（262）

p（262）
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O2‒E1 マインドフルネス行動療法を適用したパ
ニック障害の集団療法
武井内科クリニック1　こころのサポートアミ2　
九州保健福祉大学3　西九州大学4

○園田　順一1,2 武井美智子1,2 佐々木浩介1,2

　高山　巌1,2 前田　直樹3 平川　忠敏4

O2‒E2 肥満症患者に対する外来における集団認知
行動療法の成績
九州大学大学院医学研究院心身医学1　国際医
療福祉大学福岡保健医療学部2

○野崎　剛弘1 澤本　良子1 古川　智一1

　森田　千尋1 波夛　伴和1 小牧　元2

　須藤　信行1

O2‒E3 メンタライゼーション（行動の根底にある
自分や他者の心の状態を理解すること）に
よる怒りの制御
九州大学大学院医学研究院心身医学
○吉原　一文 須藤　信行

O2‒E4 複数のアレルギー疾患を合併した小児の患
者に対する統合医療の実践
帯津三敬塾クリニック1　日本大学医学部附属
板橋病院心療内科2

○板村　論子1 村上　正人2

O2‒E5 自律訓練法の奏功した原発性不眠症の 2症
例
九州大学大学院医学研究院心身医学1　福岡浦
添クリニック2

○富岡　光直1 山口　祐司2 須藤　信行1

O2‒E6 若年発症神経性やせ症の一治療例

九州大学病院心療内科1　九州大学大学院医学
研究院心身医学2

○高倉　修1 西原　智恵2 波夛　伴和2

　山下　真1 権藤　元治1 森田　千尋1

　瀧井　正人1 河合　啓介1 須藤　信行1,2

O2‒E7 SEEDきょうと「摂食障害家族教室」の現
状と課題
京都府立医科大学大学院医学研究科精神機能
病態学1　京都大学大学院医学研究科精神医学2　
いわくら病院3　安東医院4

○橘　亜紀1 水原　祐起1 和田　良久1

　野間　俊一2 崔　炯仁3 工藤　悠世4

　福居　顯二1

O2‒E8 大学生の摂食態度―EAT，BITEを用い
て―
広島大学保健管理センター
○岡本　百合 三宅　典恵 吉原　正治

O2‒E9 摂食障害患者の対人場面における意思決定
京都大学大学院医学研究科精神医学教室1　西
神戸医療センター2

○磯部　昌憲1,2 川端美智子1 野間　俊一1

O2‒E10 身体的要因で緊急入院した神経性やせ症の
心理社会的特徴と予後に関する研究
九州大学病院心療内科1　国際医療福祉大学福
岡保健医療学部2

○河合　啓介1 山下さきの1 高倉　修1

　権藤　元治1 森田　千尋1 江藤紗奈美1

　中島めぐみ1 清水　美希1 小牧　元2

　須藤　信行1

O2‒E11 慢性化した摂食障害におけるリハビリテー
ションアプローチの有効性
特定非営利活動法人のびの会1　鈴木メンタル
クリニック2

○武田　綾1 鈴木　健二2

O2‒F1 職場におけるパワー・ハラスメントに関す
るチェックリスト開発の試み

E会場　福寿
O2‒E1～5　9：00～10：00
口演：非薬物的治療技法

座長：細谷　紀江
（学習院大学学生相談室）

西川　將巳
（川村学園女子大学大学院人文科学研究科）

p（264）

p（264）

p（265）

p（265）

p（266）

O2‒E6～11　10：00～11：12
口演：摂食障害の病態と治療

座長：岡本　百合
（広島大学保健管理センター）

成尾　鉄朗
（医療法人司誠会野上病院）

p（266）

p（267）

p（267）

p（268）

p（268）

p（269）

F会場　桃源
O2‒F1～5　9：00～10：00
口演：ライフストレス

座長：村松　芳幸
（新潟大学医学部保健学科）

郷久　鉞二
（朋佑会札幌産科婦人科）

p（272）

　第 2日目：6月 27日（土）　

一般演題・口演
（発表時間 8分　討論時間 4分／○印は発表者）
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九州大学基幹教育院
○入江　正洋

O2‒F2 非正規研究者の健康状況に関する調査―非
常勤講師アンケートから―
電気通信大学保健管理センター
○鶴ヶ野しのぶ

O2‒F3 単科精神科病院におけるリワークプログラ
ムの効果について―心理検査からみた復職
につながる特徴―
ハートフル川崎病院
○福原　由美 村田　倫一 中野明日香
　中嶋　由紀 齋藤　幸子 天保　英明

O2‒F4 更年期女性の QOLに対するデュロキセチ
ン塩酸塩の効果
東京歯科大学市川総合病院産婦人科
○小川真里子 堀口　文 高松　潔

O2‒F5 地域在住高齢者における抗不安薬の服薬状
況について
東邦大学医学部心身医学講座1　東京医科歯科
大学大学院医歯学総合研究科2　東京都健康長
寿医療センター研究所3　東京医療学院大学4　東
邦大学医学部公衆衛生学分野5

○藤田　欣也1 端詰　勝敬1 小原　由紀2

　平野　浩彦3 吉田　英世3 小島　基永4

　井原　一成5 天野　雄一1 坪井　康次1

O2‒F6 心身医学的治療が有効であった睡眠障害を
合併したアトピー性皮膚炎の 2例
九州大学大学院医学研究院心身医学
○朝野　泰成 富岡　光直 古川　智一
　吉原　一文 須藤　信行

O2‒F7 体育大学新入生の睡眠状態：抑うつおよび
健康関連 QOLとの関係
鹿屋体育大学スポーツ生命科学系
○添嶋　裕嗣

O2‒F8 一般住民における過敏性腸症候群と睡眠障
害の関係についての検討
弘前大学大学院医学研究科消化器血液内科学
講座
○佐竹　立 櫻庭美耶子 佐藤　研
　福田　眞作

O2‒F9 一般住民における機能性ディスペプシア
（FD）症状と睡眠障害の検討
弘前大学大学院医学研究科消化器血液内科
○佐藤　研 佐竹　立 櫻庭美耶子
　福田　眞作

O2‒F10 肥満患者の減量治療において，睡眠時間の
増加はアディポネクチンの増加に影響を与
える
九州大学大学院医学研究院心身医学1　国際医
療福祉大学福岡保健医療学部2

○澤本　良子1 野崎　剛弘1 古川　智一1

　森田　千尋1 波夛　伴和1 小牧　元2

　須藤　信行1

p（272）

p（273）

p（273）

p（274）

O2‒F6～10　10：00～11：00
口演：身体疾患と睡眠障害

座長：山口　力
（せとぐち心療内科クリニック）

米良　貴嗣
（八幡厚生病院心身医学研究部）

p（274）

p（275）

p（275）

p（276）

p（276）
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P1‒H1 就労者に対するヨーガ療法のストレスマネ
ジメント効果検討
筑波大学大学院人間総合科学研究科
○村上　真 橋本佐由理

P1‒H2 共助とヨーガ療法の呼吸法で自助力を高め
健康促進を行なった超後期高齢者の症例
野瀬歯科1　黒川内科2

○岩田　昌美1 鎌田　穣2 野瀬　博之1

P1‒H3 ヨーガ療法グループ継続参加者の経過調査
に見られる傾向
黒川内科1　龍谷大学短期大学部2

○鎌田　穣1 黒川　順夫1 大友　秀治2

　米澤紗智江1 岩田　昌美1

P1‒H4 カルボニルストレスを含む代謝異常と統合
失調症のヨーガ療法の効果研究：治療的効
果と酸化ストレス
公益財団法人東京都医学総合研究所精神行動
医学研究分野統合失調症プロジェクト1　東京
都立松沢病院2　一般社団法人日本ヨーガ療法
学会3

○井上　智子1,3 内田　美樹1,3 新井　誠1

　小堀　晶子1 畠山　幸子1 木村　慧心3

　楯林　義孝1 土橋いつか1,2 糸川　昌成1,2

P1‒H5 国府台病院心療内科を初診する摂食障害患
者における医療連携について
国立国際医療研究センター国府台病院心療内
科
○田村　奈穂 若林　邦江 薗田　将樹
　須田　真史 星　明孝 棚橋　徳成

　石川　俊男
P1‒H6 摂食障害患者における小集団精神療法の効

果の検討
JCHO埼玉メディカルセンター心療内科1　早稲
田大学人間科学学術院2

○田代　恭子1,2 中本智恵美1 鈴木　裕也1

P1‒H7 心療内科における摂食障害専門ヨーガ療法
グループの現状と今後の課題
兵庫教育大学大学院学校教育研究科1　黒川内
科2

○米澤紗智江1,2 鎌田　穣2 黒川　順夫2

P1‒H8 神経性やせ症患者に対するヨーガ療法の有
用性
国立国際医療研究センター国府台病院心療内
科1　一般社団法人日本ヨーガ療法学会2　赤坂心
のクリニック3　リーチュエショートケアーク
リニック4　黒川内科5

○須田　育1,2 棚橋　徳成1 若林　邦江1

　藤井　康子3 堀内健太郎4 薗田　将樹1

　須田　真史1 星　明孝1 田村　奈穂1

　鎌田　穣5 石川　俊男1

P1‒I1 痛みを主訴とする心療内科患者に対する心
理的アプローチに関する研究
桜美林大学健康福祉学群1　日本大学医学部附
属板橋病院心療内科2　兵庫県立大学看護学部3　
杏林大学病院総合周産期母子医療センター4　
吉祥寺通り花岡クリニック，PSRストレス医学
研究所5

○宮村りさ子1,2 青木　絢子4,5 三輪　雅子2

　金　外淑2,3 石風呂素子2 丸岡秀一郎2

　松野　俊夫2 村上　正人2

P1‒I2 会食恐怖傾向者の認知的要因に関する質的
研究
早稲田大学大学院人間科学研究科1　早稲田大
学人間科学学術院2

○百瀬　若菜1 野村　忍2

ポスター会場　H

P1‒H1～4　15：00～16：00
ポスター：ヨーガ

座長：板村　論子
（帯津三敬塾クリニック）

吉原　一文
（九州大学大学院医学研究院心身医学）

p（278）

p（278）

p（279）

p（279）

P1‒H5～8　16：00～17：00
ポスター：摂食障害に対する多職種連携

座長：藤田　光恵
（ふじたみつえクリニック）

生野　照子
（社会医療法人弘道会なにわ生野病院心療内科）

p（280）

p（280）

p（281）

p（281）

ポスター会場　I

P1‒I1～4　15：00～16：00
ポスター：心身症の心理評価

座長：黒丸　尊治
（彦根市立病院緩和ケア科）

石風呂素子
（日本大学板橋病院心療内科）

p（284）

p（284）

　第 1日目：6月 26日（金）　

一般演題・ポスター
（発表時間 12分　討論時間 3分／○印は発表者）
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P1‒I3 自閉症スペクトラム傾向とギャンブル依存
が併存する摂食障害患者とのアンガーマネ
ジメントの経過（第二報）
日本摂食障害治療研究所1　池袋心療内科メ
ディカルオーククリニック2　九段坂病院心療
内科3

○横山　祐子1,2,3山岡　昌之1,2

　小川原純子1,2

P1‒I4 造血幹細胞移植患者の心理的評価尺度に関
するシステマティックレビュー
東京大学医学部附属病院心療内科
○原島　沙季 米田　良 堀江　武
　山家　典子 稲田　修士 大谷　真
　榧野　真美 瀧本　禎之 吉内　一浩

P1‒I5 日本人地域在住高齢者における口腔機能と
抑うつとの関連性について
東京歯科大学オーラルメディシン・口腔外科
学講座1　東京都健康長寿医療センター研究所2　
国立長寿医療研究センター研究所3　東京医科
歯科大学大学院医歯学総合研究科口腔健康教
育学分野4

○村上　正治1 平野　浩彦2 渡邊　裕3

　枝広あや子2 小原　由紀2,4 片倉　朗1

P1‒I6 PainDETECTによる口腔顔面痛患者の調
査
新潟大学大学院医歯学総合研究科口腔生命科
学専攻顎顔面再建学講座歯科麻酔学分野1　新
潟大学医学部保健学科成人・老年看護学講座2　
新潟青陵大学大学院臨床心理学研究科3　新潟
大学医学部内部環境学講座4　新潟大学5

○田中　裕1 村松　芳幸2,4 村松公美子3,4

　真島　一郎4 藤村　健夫4 清水　夏恵4

　清野　洋4 吉嶺　文俊4 櫻井　浩治5

　瀬尾　憲司1

P1‒I7 耳鼻咽喉科心理外来における心理検査の活
用―機能性難聴のエゴグラムの特徴―
ルーテル学院大学総合人間学部1　慶應義塾大
学耳鼻咽喉科2

○田副　真美1,2 片岡ちなつ2 大石　直樹2

　小川　郁2

P1‒I8 耳鼻咽喉科心理外来における心理テストの
活用―聴覚過敏のエゴグラムの特徴―
慶應義塾大学病院耳鼻咽喉科1　ルーテル学院
大学2

○片岡ちなつ1 田副　真美1,2 大石　直樹1

　小川　郁1

P1‒J1 回避・制限性食物摂取障害 3例の治療経験
九州大学病院心療内科
○山下　真 河合　啓介 権藤　元治
　森田　千尋 高倉　修 須藤　信行

P1‒J2 東京大学医学部附属病院心療内科における
神経性やせ症入院患者の年齢・体格の傾向
東京大学医学部附属病院心療内科
○米田　良 原島　沙季 堀江　武
　山家　典子 柴山　修 稲田　修士
　大谷　真 榧野　真美 瀧本　禎之
　吉内　一浩

P1‒J3 摂食障害サブタイプの睡眠障害度
国立国際医療研究センター国府台病院心療内
科
○棚橋　徳成 若林　邦江 薗田　将樹
　須田　真史 星　明孝 田村　奈穂
　石川　俊男

P1‒J4 対人関係ストレス単語刺激に対する神経性
過食症の反応性と気質特性との神経相関：
fMRI研究
広島大学保健管理センター1　広島大学大学院
医歯薬学総合研究科精神神経医科学2　広島県
立総合精神保健福祉センター3　京橋心療クリ
ニック4

○三宅　典恵1 岡本　泰昌2 岡本　百合1

　白尾　直子3 大田垣洋子4 山脇　成人2

P1‒J5 大学生における過敏性腸症候群傾向者の嫌
悪刺激場面での対処行動の特徴
早稲田大学人間科学部通信教育課程健康福祉
科学科1　早稲田大学大学院人間科学研究科2　早
稲田大学人間科学学術院3

○安達　昭男1 倉田由美子2 野村　忍3

P1‒J6 過敏性腸症候群罹患者の治癒プロセスに関
する質的研究
早稲田大学大学院人間科学研究科
○河西ひとみ 野村　忍

P1‒J7 心身医療における芸術療法―コラージュ療
法への取り組み―

p（285）

p（285）

P1‒I5～8　16：00～17：00
ポスター：口腔顔面

座長：小池　一喜
（日本大学歯学部）

五島　史行
（独立行政法人国立病院機構東京医療センター耳鼻咽喉科）

p（286）

p（286）

p（287）

p（287）

ポスター会場　J

P1‒J1～4　15：00～16：00
ポスター：摂食障害の病態と心理

座長：遠藤　由香
（東北大学病院心療内科）

髙倉　修
（九州大学病院心療内科）

p（290）

p（290）

p（291）

p（291）

P1‒J5～8　16：00～17：00
ポスター：心理的介入

座長：小野　幸子
（ベイサイドさちクリニック・さち臨床心理研究所）

荒木登茂子
（九州大学大学院医学研究院心身医学）

p（292）

p（292）

p（293）
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日本大学板橋病院心療内科1　日本大学板橋病
院小児科2

○三輪　雅子1,2 石風呂素子1 松野　俊夫1

　藤田　之彦2 村上　正人1

P1‒J8 舌痛症における脳の疼痛反応について
日本大学歯学部 1　日本大学板橋病院心療内科2

○篠﨑　貴弘1 小池　一喜1 原　和彦1

　松野　俊夫 2 村上　正人2

P1‒K1 大学病院勤務薬剤師のストレス要因やスト
レス反応と職務満足度の関連性
日本大学医学部附属板橋病院臨床研究推進セ
ンター1　日本大学板橋病院薬剤部2　日本大学板
橋病院心療内科3

○蛭川　康子1 中山　敏光2 今井　徹2

　三浦　勝浩3 村上　正人3

P1‒K2 一般就労者におけるイビキの予測因子につ
いて
九州大学病院心療内科1　九州大学大学院医学
研究院心身医学2

○古川　智一1 朝野　泰成1 吉原　一文1

　須藤　信行2

P1‒K3 BackGroundMusicの拍子の変化が与える
作業効率と気分の影響について
千葉県立保健医療大学健康科学部リハビリ
テーション学科作業療法学専攻1　千葉県立保
健医療大学健康科学部栄養学科2　
○三澤　諒祐1 豊島　裕子2 岡村　太郎1

P1‒K4 行動科学に基づく禁煙支援の実践―帝京大
学医療系キャンパスの敷地内全面禁煙を目
指して―
帝京大学大学院公衆衛生学研究科
○米倉あゆみ

P1‒K5 非線形数理モデルを用いた心拍変動シミュ
レーションによる自律神経機能評価の探索
的検討
関西医科大学心療内科学講座
○神原　憲治　福永　幹彦

P1‒K6 機能性身体症候群における筋力調整課題に
よる筋緊張アシンメトリーについて
関西医科大学心療内科学講座
○鈴木（伴）郁美　神原　憲治　木場　律志
　加藤　文恵 革島　定信 阪　幸江
　福永　幹彦

P1‒K7 摂食障害患者における脳構造変化と自閉症
傾向
京都大学大学院医学研究科脳病態生理講座精
神医学教室
○川端美智子 磯部　昌憲 野間　俊一

P1‒K8 ストレス性高体温症における脳内ヒスタミ
ン系の関与
九州大学大学院医学研究院心身医学1　モンゴ
ル健康科学大学2

○岡　孝和1ルクハバスレン　バトプシン1,2

　須藤　信行1

P1‒K9 社会的敗北ストレスモデルラットの慢性高
体温症に対するマレイン酸フルボキサミン
の効果
産業医科大学神経内科・心療内科1　西日本シ
ティ銀行人事部厚生グループ健康管理室2　九
州大学大学院医学研究院心身医学3

○高橋　昌稔1 林田　草太2 本間　洋州1

　兒玉　直樹1 岡　孝和3 足立　弘明1

P1‒K10 心療内科における中建中湯の有用性
国立精神神経医療研究センター病院総合内科
部心療内科1　国立精神神経医療研究センター
精神保健研究所心身医学研究部2

○富田　吉敏1 大江　悠樹2 倉　五月2

　菊地　裕絵2 安藤　哲也2

P1‒K11 自律訓練法習得時の唾液変化についての研
究
日本大学歯科病院歯科衛生士室1　日本大学歯
科病院心療歯科2

○成島　桂子1 篠﨑　貴弘2 原　和彦2

　小池　一喜2

p（293）

ポスター会場　K

P1‒K1～5　15：00～16：15
ポスター：ストレス環境の評価と調整

座長：辻内　琢也
（早稲田大学人間科学学術院）

永田　頌史
（産業医科大学名誉教授）

p（296）

p（296）

p（297）

p（297）

p（298）

P1‒K6～11　16：15～17：45
ポスター：心身反応と生理的変化

座長：永田勝太郎
（（財）国際全人医療研究所）

金澤　素
（東北大学大学院医学系研究科行動医学分野）

p（298）

p（299）

p（299）

p（300）

p（300）

p（301）
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P2‒H1 機能性身体症候群患者の QOLに関わる因
子の検討
関西医科大学心療内科学講座
○革島　定信 神原　憲治 伴　郁美
　木場　律志 加藤　文恵 阪　幸江
　西山　順滋 阿部　哲也 福永　幹彦

P2‒H2 うつ病診断基準に関する歯科医師の知識
北海道医療大学歯学部1　東京医科歯科大学大
学院医歯学総合研究科2　北海道医療大学心理
科学部3　鶴見大学歯学部4　ドライマウス研究
会5

○松岡　紘史1 安彦　善裕1 豊福　明2

　坂野　雄二3 千葉　逸朗1 斎藤　一郎4,5

P2‒H3 Public Health Research Foundationスト
レスチェックリスト・ショートフォームに
よる抑うつ傾向の判別
公益財団法人パブリックヘルスリサーチセン
ター附属ストレス科学研究所1　日本大学医学
部附属板橋病院心療内科2

○今津　芳恵1,2 林　葉子1 杉山　匡1

　松野　俊夫2 村上　正人1,2

P2‒H4 認知症患者における抑うつの評価
川村学園女子大学大学院人文科学研究科1　福
島県立医科大学衛生学・予防医学講座2

○西川　將巳1 小島有里子2

P2‒H5 復職に難渋した 2症例の対比
医療法人光成会宮城中央病院
○友成　晶子 山内　祐一

P2‒H6 アルコール・薬物乱用及び摂食障害として
治療されていたうつ病の一例
舞子浜病院
○本田　教一

P2‒H7 うつ病が疑われ心療内科に紹介された下垂
体性副腎皮質機能低下症 3例の特徴
東北大学病院心療内科1　東北大学大学院医学
系研究科行動医学2

○町田　貴胤1 町田　知美1 佐藤　康弘1

　田村　太作1 庄司　知隆1 遠藤　由香1

　福土　審1,2

P2‒H8 多彩な症状に潜んでいた器質的疾患
山梨県立中央病院女性専門外来1　日本大学板
橋病院心療内科2

○塚本　路子1 村上　正人2

P2‒H9 治療遵守不良な 2型糖尿病の血糖コント
ロールに与える家族機能の影響
広島大学大学院医歯薬保健学研究院精神神経
医科学1　医療法人社団更生会草津病院精神科2　
市立三次中央病院緩和ケア内科3

○高石　美樹1,2 佐伯　俊成3 山脇　成人1

P2‒I1 地域在住高齢者の運動介入における認知機
能と体力テストとの関連
摂南大学
○藤林　真美

P2‒I2 若年アスリートの睡眠に影響する要因につ
いて
新潟大学保健管理センター1　新潟大学大学院
医歯学総合研究科内部環境医学講座2　柏崎総
合医療センター3　新潟市民病院4　片桐医院5　新
潟大学大学院歯科麻酔学分野6　新潟大学医学
部保健学科7　新潟青陵大学8　新潟県健康づく
り・スポーツ医科学センター9　内山整形外科10

○真島　一郎1 清野　洋2 藤村　健夫3

　清水　夏恵2 村上　修一4 片桐　敦子5

　成田　一衛2 田中　裕6 村松　芳幸7

ポスター会場　H

P2‒H1～4　14：00～15：00
ポスター：抑うつの評価

座長：村松公美子
（新潟青陵大学大学院）

安藤　哲也
（国立精神・神経医療研究センター精神保健研究所

心身医学研究部）

p（304）

p（304）

p（305）

p（305）

P2‒H5～9　15：00～16：15
ポスター：治療困難例の心身医学的問題

座長：山岡　昌之
（日本摂食障害治療研究所）

熊野　宏昭
（早稲田大学人間科学学術院）

p（306）

p（306）

p（307）

p（307）

p（308）

ポスター会場　I

P2‒I1～I5　14：00～15：15
ポスター：神経・筋・骨格系

座長：松平　浩
（東京大学病院 22世紀医療センター）

谷川　浩隆
（谷川整形外科クリニック）

p（310）

p（310）

　第 2日目：6月 27日（土）　

一般演題・ポスター
（発表時間 12分　討論時間 3分／○印は発表者）



（49）

Vol. 55 No. 6. 2015｜心身医 517

　村松公美子8 荒川　正昭9 内山　徹10

P2‒I3 筋骨格系の慢性痛に対する鍼灸治療
市立砺波総合病院東洋医学科
○古谷　陽一

P2‒I4 片頭痛による日常生活支障度の検討
東邦大学医療センター大森病院心療内科
○臼井　幸治

P2‒I5 言語的妥当性を担保した日本語版 Somatic 
Symptom Scale‒8（SSS‒8）の作成
東京大学病院 22 世紀医療センター1　株式
会社 Clinical Study Support2　日本大学板
橋病院心療内科3　東北大学医学系研究科行
動医学4　橋爪医院5　Dept. of Psychosomatic 
Medicine and Psychotherapy, Univ. Medi-
cal Center Hamburg-Eppendorf; Schon 
Clinic Hamburg Eilbek6

○松平　浩1 川口　美佳2 村上　正人3

　福土　審4 橋爪　誠5 Löwe, Bernd6

P2‒J1 医学教育におけるパラレルチャートの有用
性に関する検討
東邦大学医学部心身医学講座
○天野　雄一 端詰　勝敬 坪井　康次

P2‒J2 ユマニチュードを学ぶ―治療的自己の観点
からの考察―
九段坂病院心療内科
○一條　智康

P2‒J3 看護師を対象としたターミナルケアの意思
決定に関する調査
筑波大学病院総合診療科1，日本大学板橋病院
心療内科2

○釋　文雄1,2 三浦　勝浩2 丸岡秀一郎2

　村上　正人2

P2‒J4 緩和医療における心身医学的アプローチの
必要性；後期研修医の立場から
東京女子医科大学化学療法・緩和ケア科，現国
立病院機構東京医療センター総合内科1　ホス
ピティウム聖十字会中島医院2　日本大学板橋
病院心療内科3

○中島マリア美知子 1　中島美知子2

　中島　修平2 村上　正人3 

P2‒K1 原発事故被害者にみられる高い外傷後スト
レス症状：トラウマとソーシャル・バイオ
レンス
早稲田大学人間科学学術院1　早稲田大学大学
院人間科学研究科2　早稲田大学人間科学部3

○辻内　琢也1 増田　和高1 岩垣　穂大2

　赤野　大和3 福田千加子2 山口　摩弥2

　扇原　淳1 熊野　宏昭1

P2‒K2 原発事故に伴う避難生活長期化の影響：自
由記述アンケートの質的分析
早稲田大学人間科学部1　早稲田大学人間科学
学術院2　早稲田大学大学院人間科学研究科3

○赤野　大和1 辻内　琢也2 岩垣　穂大3

　増田　和高2 扇原　淳2 熊野　宏昭2

P2‒K3 原発事故に伴う避難生活長期化の影響：孤
立化に関連する社会的要因とストレス
早稲田大学大学院人間科学研究科1　早稲田大
学人間科学学術院2　早稲田大学人間科学部3

○岩垣　穂大1 辻内　琢也2 増田　和高2

　赤野　大和3 福田千加子1 山口　摩弥1

　扇原　淳2 熊野　宏昭2

p（311）

p（311）

p（312）

ポスター会場　J

P2‒J1～4　14：00～15：00
ポスター： 医療者に求められる心身医学的ス

キル
座長：加藤　弘巳

（JCHO〔地域医療機能推進機構〕高岡ふしき病院）
田副　真美

（ルーテル学院大学）

p（312）

p（313）

p（313）

p（314）

ポスター会場　K

P2‒K1～3　14：00～14：45
ポスター：災害とストレス

座長：千葉　太郎
（盛岡友愛病院心療内科）

本宮　幸孝
（大阪府立呼吸器・アレルギー医療センター小児科）

p（314）

p（315）

p（315）




